
目

次

（
�
印
は
、
県
法
規
集
掲
載
事
項
）
ペ
ー
ジ

規

則

�
香
川
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
住

宅

課
）

一

香
川
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

香
川
県
規
則
第
五
十
九
号

香
川
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

香
川
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
香
川
県
規
則
第
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
七
条
の
見
出
し
中
「
許
可
の
申
請
」
を
「
申
込
み
」
に
改
め
、
同
条
中
「
申
請
は
、
県
営
住
宅
入
居

許
可
申
請
書
」
を
「
入
居
の
申
込
み
（
以
下
「
入
居
申
込
み
」
と
い
う
。
）
は
、
県
営
住
宅
入
居
申
込
整

理
票
」
に
、
「
に
前
年
分
の
収
入
又
は
所
得
に
係
る
源
泉
徴
収
票
又
は
官
公
署
の
発
行
す
る
証
明
書
そ
の

他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類
（
以
下
「
源
泉
徴
収
票
等
」
と
い
う
。
）
を
添
え
て
知
事
」
を
「
を
知
事
」

に
改
め
る
。

第
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
公
開
抽
選
）

第
八
条

知
事
は
、
条
例
第
八
条
第
一
項
後
段
又
は
第
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
開
抽
選
（
以

下
「
公
開
抽
選
」
と
い
う
。
）
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
入
居
申
込
み
を
し
た
者
（
以
下
「
申
込
者
」

と
い
う
。
）
に
抽
選
の
日
時
及
び
場
所
、
抽
選
番
号
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２

公
開
抽
選
は
、
申
込
者
の
う
ち
二
名
以
上
の
も
の
を
立
ち
会
わ
せ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
申
込
者
が
立
ち
会
わ
な
い
と
き
は
、
当
該
公
開
抽
選
に
係
る
事
務
に
関
係
の
な
い

職
員
を
立
ち
会
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。

３

知
事
は
、
公
開
抽
選
に
よ
り
入
居
予
定
者
又
は
入
居
補
欠
者
を
決
定
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
申

込
者
に
当
該
公
開
抽
選
の
結
果
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
条
例
第
八
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
も
の
）

第
八
条
の
二

条
例
第
八
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一

六
十
歳
以
上
の
親
族
（
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
七
百
二
十
五
条
に
規
定
す

る
親
族
（
同
条
第
二
号
の
配
偶
者
に
あ
つ
て
は
、
婚
姻
の
届
出
を
し
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同

様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

二

六
十
歳
以
上
の
者
、
そ
の
配
偶
者
及
び
十
八
歳
未
満
の
親
族
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

三

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
交
付
を
受
け
た
身
体
障
害
者
手
帳
に
身
体
上
の
障
害
が
あ
る
者
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
者
で
当

該
手
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
身
体
上
の
障
害
の
程
度
が
一
級
か
ら
四
級
ま
で
に
該
当
す
る
者
が
属
す

る
世
帯

四

都
道
府
県
知
事
又
は
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十

九
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
都
市
の
市
長
か
ら
療
育
手
帳
（
知
的
障
害
者
の
福
祉
の
充
実
を
図
る
た

め
、
児
童
相
談
所
又
は
知
的
障
害
者
更
生
相
談
所
に
お
い
て
知
的
障
害
と
判
定
さ
れ
た
者
に
対
し
て

支
給
さ
れ
る
手
帳
で
、
そ
の
者
の
障
害
の
程
度
そ
の
他
の
事
項
の
記
載
が
あ
る
も
の
を
い
う
。
）
の

交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
当
該
手
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
障
害
の
程
度
が
Ａ
又
は
�
と
判
定
さ
れ
て

い
る
者
が
属
す
る
世
帯

五

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
配

偶
者
の
な
い
女
子
及
び
そ
の
扶
養
す
る
児
童
（
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
児
童
を
い
う
。
）
で
構
成

さ
れ
る
世
帯

六

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
三
十
一

号
。
以
下
「
配
偶
者
暴
力
防
止
法
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
が
発
せ
ら
れ

た
場
合
に
お
い
て
保
護
の
対
象
と
な
る
配
偶
者
暴
力
防
止
法
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
被
害
者
で

号外１１

平 成１７年

３月２９日（火曜日）

規

則

○

○

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
繰
下
発
行
）

香

川

県

報

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

（
号
外
一
一
）

一



あ
る
者

七

婦
人
相
談
所
等
（
配
偶
者
暴
力
防
止
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
婦
人
相
談
所
そ
の
他
の
適
切

な
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
第
三
号
に
規
定
す
る
一
時
保
護
（
同
条

第
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
満
た
す
者
に
委
託
し
て
行
う
場
合
を
含
む
。）

を
現
に
受
け
、
又
は
受
け
て
い
た
者

八

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
入
所
理
由
と
し
て
、
児
童
福
祉
法（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）

第
三
十
八
条
に
規
定
す
る
母
子
生
活
支
援
施
設
又
は
売
春
防
止
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
十
八

号
）
第
三
十
六
条
に
規
定
す
る
婦
人
保
護
施
設
に
現
に
入
所
し
、
又
は
入
所
し
て
い
た
者

（
知
事
の
登
録
）

第
八
条
の
三

条
例
第
八
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
知
事
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
県
営
住

宅
入
居
申
込
整
理
票
（
第
一
号
様
式
）
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
条
例
第
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
入
居
予
定
者
の
決
定
に
関

し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

（
入
居
の
許
可
の
申
請
）

第
八
条
の
四

条
例
第
八
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
入
居
の
許
可
の
申
請
は
、
県
営
住
宅
入
居
許
可
申
請
書

（
第
二
号
様
式
）
を
知
事
に
提
出
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

入
居
を
予
定
す
る
者
全
員
の
前
年
分
の
収
入
又
は
所
得
に
係
る
源
泉
徴
収
票
又
は
官
公
署
の
発
行

す
る
証
明
書

二

入
居
を
予
定
す
る
者
全
員
の
住
民
票
の
写
し

三

県
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
類

四

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

３

条
例
第
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
知
事
の
登
録
を
受
け
て
入
居
予
定
者
と
な
つ
た
者
が
第
一

項
の
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
は
、
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、

当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
八
条
の
二
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合

身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し

二

第
八
条
の
二
第
四
号
に
該
当
す
る
場
合

療
育
手
帳
の
写
し

三

第
八
条
の
二
第
五
号
に
該
当
す
る
場
合

福
祉
事
務
所
長
又
は
市
町
村
長
の
証
明
書

四

第
八
条
の
二
第
六
号
に
該
当
す
る
場
合

裁
判
所
の
保
護
命
令
決
定
書
の
写
し

五

第
八
条
の
二
第
七
号
に
該
当
す
る
場
合

婦
人
相
談
所
等
の
長
の
証
明
書

六

第
八
条
の
二
第
八
号
に
該
当
す
る
場
合

母
子
生
活
支
援
施
設
又
は
婦
人
保
護
施
設
の
長
の
証
明

書
第
九
条
中
「
第
二
号
様
式
」
を
「
第
三
号
様
式
」
に
改
め
る
。

第
十
条
中
「
入
居
者
（
同
居
者
）
の
変
更
に
関
す
る
申
請
書
（
第
三
号
様
式
）
に
源
泉
徴
収
票
等
」
を

「
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
県
営
住
宅
変
更
許
可
申
請
書
（
第
四
号
様
式
）
に
第
八
条
の
四
第
二
項

各
号
に
掲
げ
る
書
類
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
中
「
入
居
者
（
同
居
者
）
の
変
更
に
関
す
る
申
請
書
（
第
三
号
様
式
）
」
を
「
県
営
住
宅
承

継
入
居
承
認
申
請
書
（
第
五
号
様
式
）
」
に
、
「
源
泉
徴
収
票
等
」
を
「
第
八
条
の
四
第
二
項
各
号
に
掲

げ
る
書
類
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
中
「
第
四
号
様
式
」
を
「
第
六
号
様
式
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
中
「
県
営
住
宅
の
保
管
義
務
等
に
関
す
る
届
（
第
五
号
様
式
）
」
を
「
連
帯
保
証
人
変
更
届

（
第
七
号
様
式
）
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
の
二
第
二
項
中
「
第
五
号
様
式
の
二
」
を
「
第
八
号
様
式
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
の
三
第
二
項
中
「
第
五
号
様
式
の
三
」
を
「
第
九
号
様
式
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
中
「
県
営
住
宅
の
保
管
義
務
等
に
関
す
る
届
（
第
五
号
様
式
）
」
を
「
県
営
住
宅
一
時
不
在

届
（
第
十
号
様
式
）
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
中
「
県
営
住
宅
の
保
管
義
務
等
に
関
す
る
届
（
第
五
号
様
式
）
」
を
「
県
営
住
宅
修
繕
届
（

第
十
一
号
様
式
）
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
中
「
入
居
者
（
同
居
者
）
の
変
更
に
関
す
る
申
請
書
（
第
三
号
様
式
）
に
源
泉
徴
収
票
等
」

を
「
県
営
住
宅
同
居
承
認
申
請
書
（
第
十
二
号
様
式
）
に
同
居
さ
せ
よ
う
と
す
る
者
が
親
族
で
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
中
「
県
営
住
宅
の
保
管
義
務
等
に
関
す
る
届
（
第
五
号
様
式
）
」
を
「
同
居
者
異
動
届
（
第

十
三
号
様
式
）
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
中
「
第
六
号
様
式
」
を
「
第
十
四
号
様
式
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
中
「
第
七
号
様
式
」
を
「
第
十
五
号
様
式
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
中
「
第
八
号
様
式
」
を
「
第
十
六
号
様
式
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
中
「
第
九
号
様
式
」
を
「
第
十
七
号
様
式
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
中
「
第
十
号
様
式
」
を
「
第
十
八
号
様
式
」
に
改
め
る
。

香

川

県

報

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

（
号
外
一
一
）

二



第
一
号
様
式
か
ら
第
五
号
様
式
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

香

川

県

報

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

（
号
外
一
一
）

三



第１号様式（第７条、第８条の３関係） （日本工業規格Ａ列４番）

（表面）

県営住宅入居申込整理票

香川県知事 殿

申込者の確認欄 年 月 日

□ 申込者が成人であり、同居親族が居る。
□ 世帯収入が基準内である。
□ 住宅に困つている。（裏面に詳細記入）
□ 申込者に県税の滞納がない。
□ 持家（申込者本人名義又は同居しようとする者名義のもの）がない。
□ 県営住宅、市町営住宅、公団住宅等に住んでいない。
□ 過去に県営住宅の家賃・駐車場使用料・退去修繕費・損害賠償金を滞納していない。

備考 １ 該当する項目の□にレ印を記入し、又は該当する項目に○を付けてください。
２ 太枠内に記入漏れがないことを確認してください。記入されていない場合は受付はできませ
ん。また記載内容が事実と異なる場合は、入居予定者に決定されても入居することはできませ
ん。

３ 裁量階層世帯に該当するとして○を付けた方が入居予定者に決定された場合で入居の審査の
際にこれに該当しないと認められたときは、一般世帯扱いとなります。

住宅分類棟・号

棟 号

住 宅 名

団地

申
込
住
宅

〒□□□－□□□□

自宅・勤務先・その他（ ）

電話
番号

住 所

ふりがな

氏 名

申
込
者

その他

□ 寡夫
□ 寡婦

□ 寡夫
□ 寡婦

□ 寡夫
□ 寡婦

□ 寡夫
□ 寡婦

□ 寡夫
□ 寡婦

□ 寡夫
□ 寡婦

障害

□ 普障
□ 特障

□ 普障
□ 特障

□ 普障
□ 特障

□ 普障
□ 特障

□ 普障
□ 特障

□ 普障
□ 特障

生年月日

明・大・昭・平
年 月 日

明・大・昭・平
年 月 日

明・大・昭・平
年 月 日

明・大・昭・平
年 月 日

明・大・昭・平
年 月 日

明・大・昭・平
年 月 日

年
齢続柄

本人
（申込者）

ふりがな
氏 名

申
込
者

同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族

世
帯
構
成

□５０歳以上□身体障害者□戦傷病者□原爆被害者□生活保護受給者□引揚者□ハンセン病単身申込

１．満５０歳以上又は、満５０歳以上及び満１８歳未満の世帯２．身体障害者世帯３．戦傷病者世帯
４．原爆被爆者世帯５．引揚者世帯６．精神障害者世帯７．ハンセン病世帯裁量階層世帯

□一般入居用（抽選のみ）
□抽選後落選の場合登録する。（登録でき
る世帯のみ）

□登録入居（登録できる世帯のみ）

香

川

県

報

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

（
号
外
一
一
）

四



（裏面）

住宅困窮状況等

１ 県営住宅の申込みの理由（住宅困窮状況）は何ですか。（複数回答可）

あてはまる記号を○で囲み、オに該当するときは
�
��

�
��
に申込みの理由を記入してください。

ア．他の世帯との同居により著しく生活上の不便をきたしている。

イ．同居を必然とする親族（夫婦及び未成年の子）と別居している。

ウ．収入と比べて、著しく高額な家賃を支払つている。

エ．正当な事由により、家主などから住宅の明渡しを求められているが立ち退き先がない。

オ．その他
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

２ 現在住んでいる住宅の種類はどれですか。

ア．持家（所有者氏名 ）（申込者との続柄 ）

（処分する場合はその理由 ）

イ．民間借家（契約者氏名 ）（申込者との続柄 ）

（月額家賃 ）

退去を求められている場合は、その理由
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

ウ．その他（住宅名 ）

（契約者氏名 ）（申込者との続柄 ）

登録入居について

表面で「抽選後落選の場合登録する」又は「登録入居」に□レをした方は、次のうち該当する項目に○

を付けてください。

４．配偶者からの暴力被害者（世帯）３．心身障害者世帯２．老人世帯１．母子世帯

香

川

県

報

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

（
号
外
一
一
）

五



第２号様式（第８条の４関係） （日本工業規格Ａ列４番）

県営住宅入居許可申請書（一般・特別・特公賃）

年 月 日

香川県知事 殿

申請者 住所

（電話番号 ）

氏名 	
次のとおり県営住宅に入居したいので申請します。

備考 １ 太枠内は、記入しないでください。
２ 申請者との続柄を証明することができる書類（続柄の記載された住民票等）を添付してください。
３ 所得を証明することができる書類（所得証明書等）を添付してください。
４ 県税に滞納がないことを証する書類（納税証明書）を添付してください。
５ 別居扶養親族がいる場合は、その方の被保険者証（健康保険証）を持参してください。
６ 障害者控除を受ける場合は、障害者手帳（写し）を添付してください。
７ 氏名の記載を自署で行う場合は、押印を省略することができます。

□ 一般入居
□ 登録入居

円家賃

入居希望住宅
県営住宅 団地

棟 号室

所得金額
（年間）

職業

合計

その他

寡夫
寡婦

寡夫
寡婦

寡夫
寡婦

寡夫
寡婦

寡夫
寡婦

寡夫
寡婦

世帯人員 人 （一般、単身、老人・母子、ＤＶ、障害者）世帯

名 称 電話番号

所在地

障害

普障
特障

普障
特障

普障
特障

普障
特障

普障
特障

普障
特障

扶養

同居
別扶
老扶
特定
同居
別扶
老扶
特定
同居
別扶
老扶
特定
同居
別扶
老扶
特定
同居
別扶
老扶
特定
同居
別扶
老扶
特定

生年月日
日月年

明
大
昭
平
明
大
昭
平
明
大
昭
平
明
大
昭
平
明
大
昭
平
明
大
昭
平

年

齢

続

柄

本人

ふりがな
氏 名

勤務先
（連絡先）

基本月収額
÷１２

２００，０００～３２２，０００

３２２，００１～４４５，０００

４４５，００１～６０１，０００

差引所得金額

特
公
賃

入力済確認欄

所得金額合計

２００，０００を超～

３９７，０００以下

控除額合計

特
別
県
営
住
宅

０～１２３，０００

１２３，００１～１５３，０００

１５３，００１～１７８，０００

１７８，００１～２００，０００

特別障害
４０万×

人
万円

普通障害
２７万×

人
万円

１

２

３

４

寡婦・寡夫
２７万×

人
万円

一
般
県
営
住
宅

老扶老配
１０万×

人
万円

特定扶養
２０万×

人
万円

親族
３８万×

人
万円

認
定
額

香

川

県

報

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

（
号
外
一
一
）

六



第３号様式（第９条関係） （日本工業規格Ａ列４番）

（表面）

県営住宅使用請書

年 月 日

香川県知事 殿

使用者 氏名 	

上記の県営住宅の使用に当たつては、公営住宅法、公営住宅法施行令、香川県営住宅条例、香川県営

住宅条例施行規則その他管理上の指示を遵守し、義務不履行があつたときは、連帯保証人がこれを引き

受け、履行します。

上記の事項の履行を証するため署名押印します。

備考 １ 太枠内は、記入しないでください。

２ 入居者及び連帯保証人の押印した印の印鑑登録証明書（発行後３月以内のもの）を添付して

ください。

入居指定日 年 月 日

市・郡 町 番地

県営住宅 団地 棟 号室

円敷金口座振替毎月２７日円

所 在 地

住 宅 名

入居時の家賃

県
営
住
宅

年 月 日

年 月 日

電 話 番 号

生 年 月 日

電 話 番 号

電 話 番 号

生 年 月 日

入居者との間柄

電 話 番 号

	

	

本 籍 地

住 所

氏 名

職 業

所在地

名 称

本 籍 地

住 所

氏 名

職 業

所在地

名 称

勤務先

勤務先

入

居

者

連
帯
保
証
人

氏名 	

年 月 日

鍵 個

受 領
鍵

香

川

県

報

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

（
号
外
一
一
）

七



（裏面）

緊急連絡先

備考 この「緊急連絡先」は、各自治会に通知しますので、このことに同意の上、記載してください。

県 営 住 宅 入 居 者 名 簿

団地 棟 号室 入居者氏名

（電話番号 ）

備 考勤 務 先生 年 月 日続柄

本人

勤務先又は連絡先

氏 名

世

帯

構

成

団地 棟 号室

年 月 日

氏 名

住 所

電話番号

氏 名

住 所

電話番号

１

２

入 居 者

団 地 名

入居予定日

緊

急

連

絡

先

香

川

県

報

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

（
号
外
一
一
）

八



第４号様式（第１０条関係） （日本工業規格Ａ列４番）

県営住宅変更許可申請書

年 月 日

香川県知事 殿

県営住宅 団地 棟 号室

（電話番号 ）

申請者 氏名 	
次のとおり県営住宅を変更したいので申請します。

備考 １ 太枠内は、記入しないでください。
２ 所得を証明することができる書類（所得証明書等）を添付してください。
３ 変更したい理由を証明することができる書類（診断書等）を添付してください。
４ 県税に滞納がないことを証する書類（納税証明書）を添付してください。
５ 氏名の記載を自署で行う場合は、押印を省略することができます。

県営住宅 団地 棟 号室

建替・住替

所得金額
（年間）

職業

合 計

電話番号

そ
の
他

寡夫

寡婦

寡夫

寡婦

寡夫

寡婦

寡夫

寡婦

寡夫

寡婦

障

害

普障

特障

普障

特障

普障

特障

普障

特障

普障

特障

扶

養

同居
別扶
老扶
特定

同居
別扶
老扶
特定

同居
別扶
老扶
特定

同居
別扶
老扶
特定

同居
別扶
老扶
特定

生 年 月 日

日月年年号

明
大
昭
平

明
大
昭
平

明
大
昭
平

明
大
昭
平

明
大
昭
平

年

齢

続

柄

本人

変更希望住宅

変 更 の 理 由

名 称

所 在 地

ふ り が な

氏 名

勤 務 先

基 本
月 収 額

円

差引所得
金 額

円

入力済確認欄

所得金額
合 計

円

控除額
合 計

円

特別
障害

人

円

普通
障害

人

円

寡婦
寡夫

人

円

老扶
老配

人

円

特定
扶養

人

円

親族

人

円

認

定

額

有 無

有 無

家賃滞納

駐車場滞納

香

川

県

報

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

（
号
外
一
一
）

九



第５号様式（第１１条関係） （日本工業規格Ａ列４番）

県営住宅承継入居承認申請書

年 月 日

香川県知事 殿

申請者 氏名 	
（電話番号 ）

次のとおり県営住宅に承継入居したいので申請します。

備考 １ 太枠内は、記入しないでください。
２ 申請者と入居者との続柄が判明する書類（戸籍謄本等）を添付してください。
３ 所得を証明することができる書類（所得証明書等）を添付してください。
４ 県営住宅及び駐車場の使用料がすべて納付済みとなつていない場合は、承継入居はできません。
５ 県税に滞納がないことを証する書類（納税証明書）を添付してください。
６ 氏名の記載を自署で行う場合は、押印を省略することができます。

県営住宅 団地 棟 号室

電話番号

所得金額
（年間）

職業

合 計

入居者と申
請者の続柄

そ
の
他

寡夫

寡婦

寡夫

寡婦

寡夫

寡婦

寡夫

寡婦

寡夫

寡婦

承継入居しよ
うとする理由

障

害

普障

特障

普障

特障

普障

特障

普障

特障

普障

特障

扶

養

同居
別扶
老扶
特定

同居
別扶
老扶
特定

同居
別扶
老扶
特定

同居
別扶
老扶
特定

同居
別扶
老扶
特定

生 年 月 日

日

年 月 日

月年年号

明
大
昭
平

明
大
昭
平

明
大
昭
平

明
大
昭
平

明
大
昭
平

年

齢

続

柄

本人

承継入居する住宅

入 居 者 氏 名

申請者がこの住宅
に入居した年月日

名 称

所 在 地

ふ り が な

氏 名

勤 務 先

有 無

有 無

家賃滞納

駐車場滞納

入力済確認欄

香

川

県

報

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

（
号
外
一
一
）

一
〇



「
（電

話
番
号

）

第
十
号
様
式
中
「代

表
者
の
氏
名

	

」
を

代
表
者
の
氏
名

	

」

に
改
め
、
同
様
式
備
考
中
「で

き
る

」
を
「で

き
ま
す

」
に
改
め
、
同
様
式
を
第
十
八
号
様
式
と
す
る
。

「
（電

話
番
号

）

第
九
号
様
式
中
「入

居
者

氏
名

	

」
を

入
居
者

氏
名

	

」

に
改
め
、
同
様
式
備
考
中
２
を
３
と
し
、
１
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２
駐
車
す
る
自
動
車
は
、
定
め
ら
れ
た
区
画
（
２
．２
ｍ
×
５
ｍ
）
内
に
安
全
に
駐
車
で
き
る
大

き
さ
の
も
の
に
し
て
く
だ
さ
い
。

第
九
号
様
式
を
第
十
七
号
様
式
と
す
る
。

第
八
号
様
式
中
「香

川
県



」
を
「香

川
県

知
事




」
に
改
め
、
同

様
式
を
第
十
六
号
様
式
と
す
る
。

第
六
号
様
式
及
び
第
七
号
様
式
を
削
る
。

第
五
号
様
式
の
三
中
「入

居
者

氏
名

」
を
「入
居
者

氏
名

	
」
に
改
め
、
同
様
式
備
考
３
中
「確

認

」
を
「確

認
す
る
こ
と
が
」
に
改
め
、
同
様
式
備
考
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

４
氏
名
の
記
載
を
自
署
で
行
う
場
合
は
�
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
�

第
五
号
様
式
の
三
を
第
九
号
様
式
と
し
、
同
様
式
の
次
に
次
の
六
様
式
を
加
え
る
。

香

川

県

報

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

（
号
外
一
一
）

一
一



第１０号様式（第１７条関係） （日本工業規格Ａ列４番）

県営住宅一時不在届

年 月 日

香川県知事 殿

県営住宅 団地 棟 号室

（電話番号 ）

入居者 氏名 	

次のとおり県営住宅を一時不在にしますので届け出ます。

備考 １ 入居者が１５日以上県営住宅を不在にする場合に提出してください。

２ 氏名の記載を自署で行う場合は、押印を省略することができます。

年 月 日から

日（月）間（予定期間）

年 月 日まで（予定）

行 先

（電話番号 ）

連 絡 先

（電話番号 ）

一時不在の期間

行先及び連絡先

一時不在の理由

香

川

県

報

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

（
号
外
一
一
）

一
二



第１１号様式（第１８条関係） （日本工業規格Ａ列４番）

県営住宅修繕届

年 月 日

香川県知事 殿

県営住宅 団地 棟 号室

（電話番号 ）

入居者 氏名 	

次のとおり届け出ます。

備考 氏名の記載を自署で行う場合は、押印を省略することができます。

修 繕 部 位

修繕を要する程
度、故障の原因等

修

繕

香

川

県

報

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

（
号
外
一
一
）

一
三



第１２号様式（第１９条関係） （日本工業規格Ａ列４番）

県営住宅同居承認申請書

年 月 日

香川県知事 殿

県営住宅 団地 棟 号室

（電話番号 ）

入居者 氏名 	

次のとおり同居させたいので申請します。

備考 １ 太枠内は、記入しないでください。
２ 入居者との続柄を証明することができる書類（続柄の記載された住民票又は戸籍謄本）を添
付してください。

３ 所得を証明することができる書類（所得証明書等）を添付してください。
４ 県営住宅及び駐車場の使用料がすべて納付済みとなつていない場合は、同居承認はできませ
ん。

５ 氏名の記載を自署で行う場合は、押印を省略することができます。

有 無

有 無

家賃滞納

駐車場滞納

同居させようとする者の状況

所得金額
（年間）

職業
そ
の
他

寡夫

寡婦

寡夫

寡婦

寡夫

寡婦

寡夫

寡婦

障

害

普障

特障

普障

特障

普障

特障

普障

特障

扶

養

同居
別扶
老扶
特定

同居
別扶
老扶
特定

同居
別扶
老扶
特定

同居
別扶
老扶
特定

生 年 月 日

日月年年号

明
大
昭
平

明
大
昭
平

明
大
昭
平

明
大
昭
平

年

齢

続

柄

ふ り が な

氏 名

同居の理由

入力済確認欄

香

川

県

報

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

（
号
外
一
一
）

一
四



第１３号様式（第２０条関係） （日本工業規格Ａ列４番）

同居者異動届

年 月 日

香川県知事 殿

県営住宅 団地 棟 号室

（電話番号 ）

入居者 氏名 	

次のとおり異動があつたので届け出ます。

備考 １ 太枠内は、記入しないでください。
２ この届出書は、転出又は出生により同居者が増減した場合に使用してください。
３ 異動の事実があつたことを確認することができる書類（住民票又は戸籍謄本）を添付してく
ださい。

４ 氏名の記載を自署で行う場合は、押印を省略することができます。

備 考
異 動 内 容
及び転出先

異動年月日

日月年年号

そ
の
他

寡夫

寡婦

寡夫

寡婦

寡夫

寡婦

寡夫

寡婦

寡夫

寡婦

障

害

普障

特障

普障

特障

普障

特障

普障

特障

普障

特障

扶

養

同居
別扶
老扶
特定

同居
別扶
老扶
特定

同居
別扶
老扶
特定

同居
別扶
老扶
特定

同居
別扶
老扶
特定

年

齢

続

柄

ふ り が な

氏 名

入力済確認欄

香

川

県

報

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

（
号
外
一
一
）

一
五



第１４号様式（第２１条関係） （日本工業規格Ａ列４番）

県営住宅の用途変更又は模様替え（増築）承認申請書

年 月 日

香川県知事 殿

県営住宅 団地 棟 号室

（電話番号 ）

入居者 氏名 	

次のとおり申請します。

備考 １ 「申請の目的及び理由」の欄は、該当する番号に○を付けてください。

２ 工事に係る場所の図面を添付してください。

３ 「模様替え（増築）の申請をする場合の特記事項」の欄は、「退去する場合には、原状に復

旧します。」等を記入してください。

４ 氏名の記載を自署で行う場合は、押印を省略することができます。

（目的）
１ 手すりを設置
２ 段差をなくすため（ ）を設置
３ その他（ ）

（理由）

年 月 日から

日（月）間

年 月 日まで

申請の目的及び理由

上記申請に係る面積及

び設置場所

用途変更の期間又は模

様替え（増築）の工事

期間

模様替え（増築）の申請

をする場合の特記事項

香

川

県

報

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

（
号
外
一
一
）

一
六



第１５号様式（第２２条関係） （日本工業規格Ａ列４番）

県営住宅明渡届

年 月 日

香川県知事 殿

県営住宅 団地 棟 号室

（電話番号 ）

入居者 氏名 	

次のとおり県営住宅を明け渡しますので届け出ます。

備考 太枠内は、記入しないでください。

年 月 日

〒

（電話番号 ）

円年 月 日

明渡予定年月日

移 転 先

敷金の納入年月日

及び金額

移転先住所及び電話番号
退去年月日

日月年年号

住宅コード入居者番号

氏名

カナ

香

川

県

報

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

（
号
外
一
一
）

一
七



第
五
号
様
式
の
二
中
「入

居
者

氏
名

」
を
「入

居
者

氏
名

	
」
に
改
め
、
同
様
式
備
考
中
１
を
削
り
、
２
を
１
と
し
、
１
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２
「減

額
の
理
由

」欄
は
�
該
当
す
る
事
項
の
番
号
に
○
を
付
け
て
く
だ
さ
い
�

第
五
号
様
式
の
二
備
考
３
中
「で

き
る
書
類

」
を
「す

る
こ
と
が
で
き
る
書
類

（所
得
証
明
書
等

）
」

に
改
め
、
同
様
式
備
考
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

４
氏
名
の
記
載
を
自
署
で
行
う
場
合
は
�
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
�

第
五
号
様
式
の
二
を
第
八
号
様
式
と
す
る
。

第
五
号
様
式
の
次
に
次
の
二
様
式
を
加
え
る
。

香

川

県

報

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

（
号
外
一
一
）

一
八



第６号様式（第１２条関係） （日本工業規格Ａ列４番）

連帯保証人変更承認申請書

年 月 日

香川県知事 殿

県営住宅 団地 棟 号室

（電話番号 ）

入居者 氏名 	

次のとおり連帯保証人を変更したいので申請します。

備考 １ 太枠内は、記入しないでください。

２ 連帯保証人の押印した印の印鑑登録証明書（発行後３月以内のもの）を添付してください。

年 月 日

年 月 日

電 話 番 号

電 話 番 号

電 話 番 号

生 年 月 日

入 居 者 と
の 間 柄

電 話 番 号

	

本 籍 地

住 所

氏 名

職 業

所在地

名 称

本 籍 地

住 所

氏 名

職 業

所在地

名 称

変更理由及び変更年月日

勤務先

勤務先

変

更

前

変

更

後

入力済確認欄

香

川

県

報

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

（
号
外
一
一
）

一
九



第７号様式（第１３条関係） （日本工業規格Ａ列４番）

連帯保証人変更届

年 月 日

香川県知事 殿

県営住宅 団地 棟 号室

（電話番号 ）

入居者 氏名 	

次のとおり連帯保証人に変更があつたので届け出ます。

備考 １ 太枠内は、記入しないでください。

２ 住所に変更があつた場合は、連帯保証人の住民票を添付してください。

３ 氏名に変更があつた場合は、連帯保証人の押印した印の印鑑登録証明書（発行後３月以内の

もの）を添付してください。

氏 名

	

勤 務 先住 所変更項目

変 更 前

変 更 後

入力済確認欄

香

川

県

報

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

（
号
外
一
一
）

二
〇



附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

香

川

県

報

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

（
号
外
一
一
）

二
一



古紙配合率70％ 
白色度72％再生紙を使用しています 香川県報は、香川県ホームページにも掲載しています。

http : //www.pref.kagawa.jp/

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日
印
刷
発
行

印
刷
発
行
所

香

川

県

庁

（
購
読
料
月
極
二
千
五
百
円
）

香

川

県

報

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

（
号
外
一
一
）

二
二


